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2008年社会貢献活動年間報告書

日本ゲームカード株式会社 代表取締役社長　山田明さん

企業経営も社会的責任も
ビジョンをもって臨めば道は開ける

AJOSCの活動を支援して頂いてい

る日本ゲームカード株式会社の山田

明 代表取締役社長に企業の社会的

責任についておうかがいしました。

Ｑ１ 企業概要について

●まず日本ゲームカードの特色を教

えてください。

当社はパチンコホール向けのプリペ

イドカードシステムを提供しています。具

体的にはホールにカードユニット等の機

器やカードを販売し、これらを利用した

決済サービスをパチンコホール向けに

提供しています。当社のシステムが利用

されるパチンコ産業の市場規模は、年

間約23兆円という巨大な市場です。こ

の市場において、当社は加盟店舗数で

業界首位、約40％のシェアを持ってい

ます。

●パチンコ業界へのプリペイドカー

ド導入の経緯について教えてくだ

さい。

当社は、平成元年に設立されていま

す。当時、遊技業界の健全化が社会問

題となっており、その改善のために、売

上げデータを客観的に把握・管理でき

る第三者発行型カードによるカードシス

テムをパチンコホールに普及させようと

の機運が業界全体で高まりました。そこ

で、監督官庁である警察庁とも相談し

ながら進めてきたという経緯があります。

●企業の存在自体が社会的使命を帯

びているということですか。

そうですね。パチンコ業界の健全化

の問題は過去国会でも論議されてお

り、国税庁など政府側は、第三者発行

型カードによるカードシステムが経理の

透明化、業界健全化に大いに効果が

あると答弁しています。従って、遊技業

界の健全化に貢献することを使命とし

た会社であると考えています。

Ｑ２ 経営方針について

●ここ数年、業界を取り巻く環境は

厳しいと思いますが、山田社長の

取り組みについて教えてください。

厳しい環境が続くことを前提に経営

を考えないといけないと思います。私

は、「チェンジ」「スピード」「コンプライア

ンス」の3つのキーワードを念頭に置き

つつ、事業を推進しております。ホール

経営の皆様もファン層の拡大や収益力

の向上を目指し、１円パチンコに代表

される低玉貸営業を導入するなど様々

な経営努力をなされています。そういっ

た、ホール経営の皆様のニーズに応え

ていくためには、常に柔軟な発想を持

ってチャレンジを続ける｢チェンジ｣が重

要です。そして、そういった「チェンジ」

を「スピード」感を持って臨んでいく必

要があります。

また、「コンプライアンス」、言うまでもな

いことですが、上場企業として法令遵守

の重要性を常に認識しております。業界

の健全化を経営理念としている当社は、

自らも率先して健全な企業経営を示し

ていかなければなりません。社内外の

方が当社に対して持つ信頼感・信用を

一層高めていくことが最も重要です。

Ｑ３ 企業の社会的責任について

●企業の社会的責任（ＣＳＲ）に対する

要請が高まってきている昨今です

が、その点についてのお考えをお

聞かせください。

当社の経営理念は、「カード事業を

通じてレジャー産業の健全な発展に

貢献し、豊かな社会の実現を目指す」

ことにあります。当社は、このミッション

を実現していくことで、これまで以上に

社会から求められる存在として、自らの

存在価値を高めていくことが必要であ

ると考えています。

一般に企業は経済的な利益を上げ

ることにより永続的な存在を目指すもの

ですが、企業の価値は単に利益のみ

によって計れるものではありません。企

業も社会の一員として、守るべきルール

を守り、果たすべき役割を果たさなけ

ればなりません。そして、近年は、それ

にとどまらず、未来への投資の一環とし

て持続可能な社会を実現するため、環

境問題など様々な問題について企業が

主体的に貢献することが求められてい

ます。その意味で、これからの企業は、

未来に対して責任を持ち、未来を創っ

ていくという考え方を持っていなけれ

ばならないと思っています。

●具体的にどのような取り組みをな

されていますか。

環境はもちろん、労働安全衛生・人

権、雇用創出、品質、取引先への配慮

など、すべてのステークホルダーの方々

へ真摯な姿勢で接することが、社会的

責任経営の基礎と考えています。より良

い社会・持続可能な地球環境の維持に

貢献していくために、企業として何がで

きるのか、何をすべきかを追求していく

姿勢が大切です。当社は第三者発行型

カード会社として、万一ホールにおいて

不測の事態が起きた場合でも、ファンが

お持ちのカード残高については出来る

だけ速やかに補償させていただいてお

りますが、そういったこともその一つで

す。特に環境問題については、社会の

関心が高く、ホール経営の皆様もそれ

ぞれ課題に取り組んでいらっしゃると思

いますが、当社としても、環境にやさし

い商品・サービスに力を入れていきたい

と考えています。また、現在では全日本

社会貢献団体機構の社会貢献活動に

ついて支援させていただいております。

Ｑ４ 全日本社会貢献団体機構の活

動について

●私どもの活動についてご提言をい

ただけますか。

提言なんてとんでもありません。志

を同じくする者として心強く思っており

ます。全日遊連は、それぞれの地域で

長年にわたって地道な社会貢献活動

に取り組んできたという歴史があります

が、機構の設立によってこれらの活動

を全国規模に拡げ、ファンはもちろん、

社会一般の方々にも喜んでもらい役立

つような貢献活動をさらに展開して、業

界のイメージアップ・発展につなげてほ

しいと思います。そのために当社も可

能な限り支援していくつもりです。これ

からもよろしくお願いします。

聞き手：山下頼充 全日本社会貢献団体機構 専務理事
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